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本シンポジウムでは「逸脱的消費者行動」の中でも、依存や過剰な苦情行動などに焦点を当てて議論します。
各問題の心理的・社会的背景を検討し、予防や対策において心理学に何が出来るのかを考えます。

日時

会場 関西大学千里山キャンパス第３学舎
ソシオＡＶ大ホール （D101 教室）

（ 阪急電鉄 千里線「関大前」駅下車 徒歩約5分）

参加費 無料（予約不要）
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